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ま え が き

中越戦争の ぼっ発は、 東南アジアを再び激動のふちに追い込んだばか

りか、 インドシナを舞台とする中ソ の制覇権争い”の決定 的な展開によ

って、 アメリカのアジア政策にも重要なインパクトを与えることは避け

られず、 国際政局全般におよぽす衝撃波はまことに深刻である。

中越戦争の直接の引 き がねとなったのは、 昨年末から今年はじめにか

けて強行された、 ベトナム軍によるカンポジア進攻と、 親中国派のポル

ポト政権の崩壊、 親ハノイのヘン ・ サムリン政権樹立である。ベトナム

の大規模なカンボジア進攻の動 き は、 中固によってかなり前から察知さ

れ、 北京はポルポト政権に対して「幅広い愛国戦線」の結成によって民

心の把握とベトナムへの対抗を説得していた。しかしこの工作は、 ベト

ナムの総力 をあげた電撃作戦の前K水泡に帰した。中国の”ベトナム制

裁”論は、 表面の事象としては、 ベトナムのカンボジア武力制圧に対す

る 情報復”であるが、 その背景にはさまざまの複雑な要因が重なり、 絡

み合っている。

7 5年春のインドシナ全土解放当時、 ハノイは原則的にも、 実際的に

も、 中ソ 両大国との”等距離外交”の姿勢 を堅持しようとしていたこと

は確かである。しかし、 6 0年代央K始まった中ソ対立は、 毛沢東の死

Kよって一時緩和への期待が持たれたものの、 華国鋒一部小平体制の

新中国は、 今世紀内K世界の前列に立つことを目指す「四つの現代化」

路線の遂行をスローガンとして、 対米 接近の姿勢 を崩さず、 中ソ対決は

一層悪化の途をたどった。

統一ベトナムの”非同盟・中立路線”の指向は、 戦後復興と工業化促

進の第二次五か年計画（ 7 6年～8 0年）の事実上の破綻によって、 対

ソ 依存、 傾斜へと変容を余儀なくされてゆく。第二次五か年計画は、 73

年のパリ和平協定の前提として、 キッシンジャーがハノイK”約束”し

たとされる3 2億ドルの経済援助が実行されず品解放後の連続的な大水害

Kよる農業生産の極端な停滞、 北による南の”征服”と、 社会主義化K
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抵抗す る旧 サイゴン政権派の勢力、 一般民衆の存在ーなどで、 重大な

困難に直面した。ハノイが最初に考えていた”漸進主義的な南の統合”

路線は後退し、－ 華僑などのポテンシャリティを再建復興に活用すること

も不可能な状態になった。こうした局面を打開し、 窮地を脱す る方便と

して、 対ソ傾斜の路線決定が行なわれたのであった。

こうしたハノイの立場は、 アフリカ、 中東、 南西アジアで勢力を伸ば

し、 アジア、 太平洋への進出K野 心を持つソ連の戦略に格好の舞台を提

供することになり、 ，ちょうど、 建国いらい インド亜大陸の地域ヘゲモニ

ーを狙うインドと、 ソ連の関心と利害が一致して 7 1年にソ印友好協力

条約が締結され、 同年末の第二次印パ戦争に発展（ インド軍の東パ キス

タン進攻とバングラデシュ独立）したと同様の戦略構想と同盟関係が、

インドシナで生れることになった。

ハノイのカンボジア進攻は、 第一義的には”インドシナ連邦 ”建設の

ベトナム労働党の基本的な方向に治ったものだが、 やはりベトナム自身

のかかえ込んでいる諸困難と内部矛盾（ 特に南部との関係において）と
の関連で見なければならない側面を持っている。つまり、 反ハノイのポ

ル・ ポト政権を放置しておけば、 ベトナム自体の統ーに重大な連鎖反応

と脅威をおよぼし、 南解放の意義と成呆 そのものが”危機”にさらされ

かねなL、からである。

一方中国としては、 後に詳述されるように、 ハノイがソ連と同調して、

7 5年の南の武力解放を強行したやり方に賛成しなかったし、 解放後の

性急な南北統一の強行、 その波及としてのベトナム華僑へのさまざまの

帽挑除と圧迫”政策に対して、 深い憤りと不信感を抱いた。カンボジア

のポル ・ ポト政権は、 中国の四人組の影響を受けた要素が強く、 華ー

郵体制もある意味では同政権K手こずっていたのだが、 ベトナムが中国

の意向を黙殺して南部解放を力 ずくで 実現させたと同じ方法で、 ポル・

ポトを打倒することは許せることでないと中国は考えた。まして、 ハノ

イープノンベンーピエンチャンの”インドシナ連邦”枢軸が、 ソ連

の勢力圏に組み込まれる事態は、 アジアの中ソ対決の構図の中で、 北京
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の地歩を 極めて弱体化させるとL、う危棋があった。

中国が外部K対して武力を行使したのは、 5 0年の朝鮮戦争、 6 2年

の中印国境戦争に次いで今回が三回目である。 郵がのべているいわゆる

三つの世界論の中で 、 中国が自ら属すると規定した第三世界の、 しかも

社会主義国同士聞の本格的な 戦争が、 中国側の攻撃と領土侵犯の形を と

って行なわれたことは、 非同盟諸国の失望を招いた。

ベトナムへの進攻は、 中国指導部が、 周辺国を中世いらいの隷属国と

同様に見たここ、 歴史的な「中華Jの権威を守るための一種の”砲艦

外交”と見る判断がある。また、 北京指導部は、

ソ 連の膨張主義の真の脅威に気付いておらず、

アメリカや西欧諸国が、

ア フリカや中東でソ連の

進出を許している事態にてらして、 ソ連覇権を アジ アから排除する緊急

な必要性と重大性を世界Kデモンストレートする非常手段であるとの見

方がある。

中越戦争K対する米ソの出方は微妙で、 現段階では、 ソ連の言葉の脅

しとは別に双方ともに極めて抑制され、 自制されたものである。特にア

メリカのカー タ一政権は、 ょうやく成果をあげつつあるSALT E交

渉の進展をあと戻りさせるような、 中国への肩入れや支持 を一切回避し

たいところであり、 米ソ 聞の当面の最優先課題は当然鴫DETENTE”

体制の維持であろう。

しかし、 北京が再三言明している、 ベトナム攻撃の”短期、 限定”性

は、 ハノイの出方によっては目算が崩れ、 長期泥沼化の様相も否定で き

なくなっている。北京としては、 いわゆる”懲罰・ 制裁”、 ないし情自

衛官という名分の”成呆”を、 どこに置くか、 ジレンマ陀陥ってゆく懸

念もある。

7 5年のインドシナ解放いら＂＇ � インドシナ 社会主義プロックと、 A

SEAN（東南 アジ ア諸国連合） 5か国プロックとの聞では、 曲折はあ

ったが、 7 6年ノミリ島の第一回ASEA N首脳会談のあと、 二つのプロ

ックの”競争的平和共存” への展望が開けつつあった。 ベトナムのA s 

EA Nへの関心は大 き く、 昨年末にはファン・ バン ・ ドン首相自らがA
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SEA Nを歴訪して、 オリープの枝をかざした微笑外交と抱 き込み工作

を行なっている。

中 国もまた、 ASEA Nは歴史的に自国の勢力圏と見なしており、 文

革いらい空白状態にあったASEA N復権外交に熱意を見せている。

こういう矢先 き の中越戦争は、 ASEA N内部に、 中園、 ベトナムの

双方に対する疑惑と警戒心を一挙に増大させており、 特に中ソ対立の決

定的悪化により明米中ソ三大国の保証による地域の平和・ 自由・ 中立化”

の構想の推進に深いプローを与えている。

さらに、 昨年 1 1月のソ越条約は、 同年8 月の日中平和条約に対する

カウンター ・ パンチの形で出て きた側面が浪厚である。このことから、

現在の中越戦争とインドシナ の混迷にてらして、 北京は米中日の三国

”同盟”による、 反ソ覇権の統一戦線結成K今後一層の努力を傾注する

であろう。こうした北京戦略K、 アメリカの”アジアへの関心の増大”

が、 どのような形をとるのか、 また日本のいわゆる全方位外交なるもの

が、 どのような変質を迫られるのかー といったさまざまの選択が求め

られよう。 ζれらの動向によって、．中ソ対決を軸に揺れ動くアジアの、

新しい勢力均衡のノ4ターンと見通しが立てられなければなるまい0・

以下に紹介するのは、 読売新聞社が 2月に行なった、 東京外国語大学

教授で、 中ソ問題を中心とする国際関係論の権威である中島嶺雄氏の社

内講演会、 インドγナ問題の権威であるアジア経済研究所動向分析部長

代理で、解放前に現地に滞在した木村哲三郎氏とのイン タビューの要約

読売新聞社外報部次 長で元サイゴン（現ホーチミン市）、 ハノイ特派員

として経験の長い小倉貞男氏の報告である。

（担当・読売 新聞編集局 鳥羽嶺次 郎）
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I . 中越戦争と中ソ戦略

東 京 外 国語大学教授

中 島 嶺 雄

中国のベトナム進攻を中心に、 中国のインドシナ政策とその背後にあ

る中y関係について辛子話ししたし、。

中印戦争型の 中越戦争

まず前提として、 中国のベトナム進攻作戦をどのようなパターンの戦

争、 対外行動と見ればよいのかという点を検討してみる。 すぐ比較でき

るのは1962年の中印国境紛争型のものである。 また歴史的に見ると、

インドシナ、 朝鮮半島は、 中国を中心とする辺境であb、 同時に文明と

国際関係のある種のすプ・システムでもあった。 故に朝鮮戦争とも比較

できる。

さらにまた、 1971 年の印パ戦争との対比である。 あの時は八月ttc�

印平和友好条約が締結された。 今回も昨年十一月K: �越条約が締結され

ている。 インドではとのソ印条約があるためK、 東パキスタ：／ttc高飛車

に武力進攻してメングラデシュを独立させた。 背景にはY連の影響力、

軍事力があった。 以上の三つのパターンを念頭��いて考えるととが今

後の中国の対外行動を占なう上で重要だと思う。

中印国境紛争は1959 年から起っていたが、 62年Kは中国軍がラダ

クと東北辺境区国境で電撃的に進攻したが三週間で作戦を停止し、 撤退

した。 今回も限定的なもので、 ベトナムに制裁を加えた上で撤退すると

中国は明言しているが、 実際にはその手掛bをつかめないでいる。 ひょ

っとすると戦線が謬着状態となったb、 拡大する懸念も否定はできない

が、 基本的には限定作戦であるととは間違いない。

次K朝鮮戦争との関連である。 ベトナム進攻作戦の総司令官として、

-5-



揚得志という彰徳懐の部下で、．中国人民志願軍の司令として朝鮮戦争に

参加した人物が登場しているのを見ると、 ある種の比較、 類推がで き る

と思う。

但し状況は違う。 朝鮮戦争では中園、 北朝鮮国境まで国連軍、 米軍が

迫っていたという状況K対して中国が介入した。 中国軍の介入には、 中

国指導部内に迷いがあった。 つまb建国間も ない中国が軍事的に介入す

るととは、 共産党や人民解放軍内部にも反対があった。 結局中国が介入

に踏み切ったのは、 救米援朝の大義名分の他U亡、 潜在的な重要問題があ

った。 それは、 もしあの時点で中国が介入しなけれ ば、 再びツ連が東北

（旧満洲〉に出てくるのではないか、 という点である。 とれは、 ヤルタ

体制発足の時期にソ連軍が東北に進駐して（蒋介石政府が） ＇，）連の撤退

K手とづったという 切実な経験があった。

今回は状況が違ってbb、 また中国側の大義名分も見つけにくし、。 た

だ類推すれば、 朝鮮戦争当時も周恩来は u介入” を外部世界に対して事

前に意志表示していたというととである。 介入は中国Kとって大きな負

担であったが、 周思来はインドの駐中国大使のパニッカル忙対して介入

の意志をもらしている。

アメリカで最近公表された外交文書も、 イギリスがインドからの情報

をワシントンに伝えたととに触れ ている。 しかしワシントンはたかをく

〈っていた。 その理由は、 マッカーサーを含めて中国の介入はあb得な

いという楽観論が多〈、 またパニッカルがプロ中国だというとともあっ

て、 情報の信頼度が軽視され たからであるが、 周恩来は介入の決定をし

た深夜、 バニッカルに伝え、 とれが全世界に流され た。

今回もとのやb方では関連性がある。 郡小平副首相は、 ワシントン、

東京でベトナム制裁の意志表示をしている。 しかしワシントンと東京は、

そとまではやるまいと考えて いた。 中国忙してみれば、 やると言ったと

とをやったまでである。

また同時に、 中越国境地帯�$－ ける地理的、 地政学的状況、 ベトナム

正規軍が全面反対に出てきた場合の軍事的強弱の問題、 その背景KY越
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条約を結んだソ連との聞に戦争が起る可能性の問題がある。 ζのような

抱束からも、 限定作戦K押えなければならなし、。

以上三つの歴史的経緯から見て、 三つの要素とバターンが相関的K絡

み合いながらも、 大きく中印戦争型と考えてよいと思う。

政治的軍事行動

今回の軍事 行動はまた、 純粋に軍事的な意味よbも、 国際政治上の意

味合いの方がはるかに大きし、。 国際政治の 次元で考えなければ中国の行

動は理解できなし、。 しかし事態は呆して中国の目算通b k運ぶのかどう

か。 中国の行為はむしろ中y対決下のソ連の立場を有利にするのではな

いか。 ソ連は自己の有利な立場を利用して、 一方でアジアK対して軍事

的なプレゼンスを増大させるというチャンスと判断して、 アジア戦略を

活性化させるのではないか。

中国はなぜとのような状況をみすみす作b出すような選択をあえでし

たのか。 との問題は、 なぜ中国がカンボジアのポル・ポト政府を支持し

ているのかという問題に結びっく。 四つの現代化を指向し、 毛沢東神話

の時代から雑脱しようとしている今日の中国一私は凱小平、 カッコ付

き華国鋒体制と呼びたいーからすると、 ある種の原始共産主義的な、

またガ イアナの人民寺院事件にも通ずるようなコンミューン国家である

ポノレ・ポト政治に対して、 体制的、 イデオロギー的Kは支持できない立

場Kある。 中国が目指している ”文革からの離脱” とは全た〈逆の方向

を指向しているからだ。

中国はポノレ・ポト政府について、 どこまで正確な情報を持っていたの

か。 中国は、 米中、 日中関係とともに、 昨秋いらいの内政面での不透明

な状況への対処K忙殺されていた。 年末には党中央委総会が関かれたb

して、 かなb重要な内政面の結節点であったわけである。 ζのような状

況下で中国はどとまでカンボジア情勢を正確に把握していたのかという

疑問が残る。 昨年末、 在東興がプノンベンを訪問した夕、 また今の時期

になってシアヌーク殿下を北京に呼んでかくまb うとじているととるに、
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北京のある種の迷いが見える。

昨年 1 2月3自にカンボジ アで救国民族統一戦線が結成 され、 それか

らーか月の聞にベトナムが十数万の正規軍をカンボジ アに入れたととは

間違い なく、 ぞの意味ではベトナムの侵略である。 しかし救国民族統一

戦線の実態はな長不明だが、 必ずしもベトナムのカイライと言ってよい

のかどうか。 少なくとも、 ポル・ポト政権よbは legitimacyが高い

のではないかーという気がする。 伝えられるととろによると、 昨年 5

月Kカンボジ アで反ポル・ポト運動が起b、 何人かの反ポル・ポト閣僚

がベトナムに逃げ込んでいる。 ポル・ポト体制がもたらした民衆の離反、

言い変えればポル・ポト体制そのもののlegitimacy の欠知K較べる

と、 救国民族統一戦線は、 ある種の leg it imacy を持っているような

気がする。

われわれの持っている情報によると、 ①カンボジ ア人ゲリラを、 1 9 

州のうち1 6州に浸透 させていた。 ②ベトナムK逃げ込んだポル・ポト

政権の閣僚を中心とする亡命軍を各州にはめ込んで川た。 ③その後にベ

トナム正規軍の全力介入があったーと言われている。 とのととは、 ポ

ル・ポト体制が弱体であったととを示すものであb、 ベトナムの侵略の

側面を否定はできないにせよ、 その点だけを過度に強調するととは問題

が残るのではないか。

中国の外交的手詰まり

しかし中国のベトナム制裁については、 党内の意見は統一 されていた

と見るべきである。 中国は1 9 5 9年来の中 印紛争当時、 大騒進政策の失

敗と後始末をめぐって党内の織烈な角遂があったのだが、 そのような党

内事情が、 インドへの軍事制裁に転化したと見るととは根拠にとほしし、。

今日の中国外交戦略を、 特に昨年後半いらいの日中、 米自関係の座標

軸で見ると、 四つの現代化という国家目標にリンケージした世界戦略と

しての反y反覇権連合の形成という点では成功しているように見える。

しかし肝心の、 中国が今までに繰b返して表明してきた第三世界との連
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帯という座標軸で見ると、 中国外交は相次いで挫折し、 敗北している。

とのととがもたらすいら立ちがある。 またカンボジ ア情勢の変化の中で、

ポル・ ポト政権への支持を守b通すととができな かったdとれらのとと

は、 中国の言葉と実際の行動との聞の矛盾を アジ ア諸国、 第三世界の面

前で露呈したととになる。

ベトナムの影に脅えるタイは、 国の安全保障のためK中国K接近して

いたが、 クリ アンサ ク軍事政権は最近では、 中国との関係を余b深める

ととは、 かえってタイの安全にとって危険なのではないかという感じを

持つようにな っている。 A SEAN （東南 アジ ア諸国連合）の中では、 シ

ンガポールのりー・ ク アンユ一首相のように、 自分たちは同じ中国人の

国家であbながら、 決して中国の第五列でないーとれは uシンガポー

リ アン” としての国家形成の途上にあるシンガポールが、 自らのアイデ

ンティティを確立するためのギリギリの選択であろうがーとL、う主張

と立場の方が評価されるとし、う状況がある。

とうした中でポル・ポト政権が崩壊し、 中国の立場はー属まづくなっ

た。 ある意味では中圏外交の挫折は、 1 965 年のインドネシ アの 9・30

事件のもたらした アジ ア外交の後退よbも深刻な後遺症をもたらしつつ

あると言える。

蕗小平の決断

中国の内政 上のからみでベトナム進攻を考えるととはできないという

一つの根拠は、 中国の行動が邸小平副首相に指導されている点にある。

揚得志司令官は、 朝鮮戦争で彰徳懐の部下として活躍した。 文革で失脚

した彰徳懐が復活している状況の中で、 彼は注目 される人物となってき

ている。 系列的には毛沢東に近かったと言われるが、 鄭小平の信任は厚

い。 また寧のラン クでは彼よb上の許世友〈広州部隊の司令官） は、 人

民解放軍の中で最も部小平に近いといわれている。 とういう ζとからも、

郵の意志決定の大きな影響力を無視できない。

郵小平は現在の中国外交の手詰b、 ジレン マを打開しようとした。 大
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小の覇権主義反対に米自の向調を求めたが、 ワシントンと東京はためら

った。 米中国交正常化の中で、 表面的には郵路線歓迎のムードが支配す

る反面、 アメリカと日本で、 中国の対Y戦略にどとまで組み込まれてよ

いのかという警戒が出始め、 とれが鄭をいら立たせた。 いずれにしても

とのままでは中国の威信は失墜するばかbであb、 何らかの局面打開の

突破口が慾しかった。 巨視的には、 以上の諸要因の総合として中越戦争

が発生したと見ている。

日 中条約とベトナムの危倶

次Kインドシナと中国との関係を、 少しさかのぼって国際政治全般の

中で検討したし、。 中越の武力衝突は昨年春いらい続いていた。 具体的な

背景は、 華僑迫害であb国境問題であ る 。 問題となった華僑は南部の華

僑ではなく、 長い間ハノイの社会主義体制下でベトナム公民に組み込ま

れていた華僑である。 ちなみに、 いわゆるポート・ ピープルとして東南

アジ アやオーストラリアK逃げ出している難民のほとんどは南の華僑で

あb、決して北の華僑ではない。 北の華僑と国境紛争問題はとれまで中
越聞に 潜在していたもので、突然とれらが表面化したわけではない。

そうすると、ベトナム戦争末期に見え始めていた中越関係の悪化がベ

トナム戦後に一層顕在化したために、中国は華僑問題や国境問題を利用

してベトナムをたたき、ベトナムの威信の増大 を押えようとしたーと

いうのが昨年の状況ではないか。 昨年 7月、 中国はベトナム経済 援助を

停止した。 とれによb炭鉱、 製鉄所、 紅河の架橋など、 戦後復興と社会

主義建設途上にあるベトナムはまととに厳しい状況となってぐる。 ベト

ナムが昨年 6月コメコンに加入したとともそういう状況の反映であった

かもしれなし、。 コメコンK加入しでも、 実際には中国の援助の八分のー

くらいしかカバーできず、中越紛争はベトナムにとって深刻な状況を作

bだした。

中ソ論争の中で、 歴史的には中国の立場K同情すべき点は沢山あるが、

最近モンゴルにいってウランパートルで中国とモンゴルの関係を見ると、
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ソ連が6 0 年代に中国K対してやったととと同じととを、 中国がそンゴ

ルに対してやっている。 とういう状況からして、 ベトナム側から見ると、

昨年八月の日 中提携はどう映ったか。 ベトナムは日中条約で苦境��ち

入ったのだ。 北の中国からはパンチを食うし、 アジアの中で 巨大な影響

力を持ちつつある日本が、 中国と手を結んだ。 加えて日本の政財界の中

国訪問ラッシュが起っていた。

中国の反y、 反覇権連合形成という世界戦略と、 四つの現代化の国家

目標という座標軸の相関曲線として、 中日の提携がある。 との相関曲線

を先鋭化 させるためには、 中国は手段を選ばな、、。 そして日本の巨大な

経済力が、 中国の国家目標を全面的にメックアップすることで、 中国の

ベトナムへの圧迫はさらに強まるだろうと、 ベトナムは危倶感を抱いた

のである。

富国強兵を目指す『固つの現代化』

中国の「 四つの現代化J （近代化と訳すととは正しくない）というの

は、 高度の近代市民社会の建設を目指すものではなく、 多分に戦略的要

素のある富国強兵策なのである。 従って、 ある極点部門は非常に現代化

され るが、 遅れたととろはいぜん残 され るという肢行的な状況が、 今後

の中固に生れ て〈るのではないか。 現代化の順位については、 一般に農、

工、 国防、 科学技術ー と 言われ ているが、 との優先順位というのは、

中国的論理学からすると、 実は逆に理解した方がよいのではないか。 つ

まb今日の中国にとって最も 必要なととは、 科学技術の現代化である。

特に中国の指導者は、 コミュニケーション・システムの遅れに非常な

関心を示してb b、 とれは国防力の近代化に直結する。 結局中国は、 軍

事的なピルドアップを優先させるとと忙ならざるを得なL、。 そとに、 日

中十億の人民の友好、 団結がプレイアップされ れば、 ベトナムが昨年11

月、 ソ越条約を受け入れた気持ちは十分K理解できる。

ソ連としては、 ソ越条約を、 日中条約に対する最初の報復と考えたか 今

もしれなし、0 ＇，／速の対日報復はさらに、 北方領土の基地を強化する形で
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現われてきている。 とれ によって、 北方領土問題はもはや日y聞の外交

懸案ではあb得なくなるという重大な選択を、 日本は昨年やっているの

である。

中ソ同盟条約の行方

中国はソ越条約について、 部小平が「新幹線で追いかけられ ているよ

うな 気持ちだ」と言ったが、 そうした不安はあったと思う。 中国側には

もう ひとつタイムリミットに迫られ ている問題があった。 それは中国が

4 月までに廃棄すると言明している中ソ友好同盟条約である。 中国が果

して実際K廃棄するかどうかは極めて注目 されるととろで、 一方のY速

は廃棄しな いと言っている。 私が 65年1 月Kエメス ・ カピッツァ ・ ソ連

極東部長忙会った時も、 廃棄しないときっばb言っていた。

今日の中越戦争、 そして中Y戦争もあb得る情勢の中で、 中国が条約

廃棄という現状変更的な アクションをとるととは、 中ツ関係を極限まで

悪化させるととになる。 つまb中国がy速に最後通牒を突きつけるとと

になる。 中国側が最初に アクションをとれば、 ツ連は名目的にも実質的

に も完全にフリー ハンドを握るととになる。 との状況が刻々と迫ってい

るわけである。 そうであるだけに、 中国はその前にどうしても米中関係

を正常化して会きたかった。 とう考えると、 中国の側からも時聞はなか

ったような気がする。

参考までに、 中ソ友好同盟条約は19 50 年 1 月 2 0 日に調印され、 4

月 1 1自に批准されたが、 批准書が実際に交換され たのは、 朝鮮戦争ぼ

っ発後の同年9 月30 日であった。 との条約はもともといろいろな問題

を含んでいたにもかかわらず、 ある意味では ヤルタ・ポツダム体制の申

し子であった中y条約が、 30 年にわたる歴史的な幕を降そうとしてい

る。

とのような状況の下に、 今日の アジ ア情勢があるわけで、 ま さ� 8 0 

年代は アジ アの歴史の転換期である。 つまb、 戦後 アジ アの平和を維持

してきたある種の均衡が崩れ て、 いかなる新しい国際環境と秩序が形成
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されてゆくかという、 非常K不気味な前途をチ�{ljさせる状況が存在して

L、る。

ζれらを踏まえて、 日中関係の今後ももう一度考え直す必要があるの

ではないか。 日中条約そのものは、 国交正常化の仕上げとしてもちろん

必要であったが、 中国領IJvcはH中条約を世界戦略と国家目標との座標軸

の中に明白K規定していたのである。 ととろが日本側には、 そうした目

標も戦略もなかった。 との点で日中［首ncは、 著しい非対様性のあるとと

を自覚すべきである。

,,,_.. 今日の国際環境の下では、 日中関係、は単なる二国間関係、ではあD符ず、

,..., 

それ自体が非常に現状変更的なバイクルな国際関係ではないかと思う。

その上に、 今日の中越紛争があるわけで、 とれがどのように展開するか、

日本としては対岸の必事視するととはできず、 緊張感をもって事態に対

応してゆくべきである。

中国軍のベトナム進攻路
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． 

‘ 
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II . インドシナ社会主義圏分裂の

歴史的背景と今後の展望

カンボジアのベトナム憎悪感

ア ジ ア 経 済 研究所

動 向 分析部 長 代理

木 村 哲三郎

最初に、 ベトナム、 カンポジ アの歴史的、 民族的な対立関係を見てい

きたL、。

一つは、 現在の ベトナム南部、 フランス時代はコーチシナと言ってい

た地域はもともとカンボジ ア領であった。 そして ベトナム人が徐々に新

開地を開拓して、 カンボジ ア領を侵食してきた歴史がある。

もう一つは、 カンボジ ア人が住んでいる領域をも ベトナム領忙してし

まった。 カンボジ ア・クロムという言葉があb、 それはいわゆるメコン

川の低地という意味で、 ベトナム国籍を持つカンボジ ア人、 カンボジ ア

系の ベトナム人を普通言っている。 そういう意味から、 ベトナム領のカ

ンボジ アとの国境地帯は、 カンボジ ア 系の ベトナム人もまp b、 また逆U亡、

ベトナム人でカンボジ ア領に住んでいた人もいる。

ベトナムがカンボジ ア領を侵食してきたととに対して、 カンボジ ア人

としては、 かつての アンコール・ ワットを築き上げた民族的な 誇タを背

景にした危機意識を常に持っている。

とうし、う歴史的な問題のほかに、 民族感情の問題が存在する。 それは、

かつてフランスの植民 地時代K、 フランス人は ベトナム人をカンボジ ア、

ラオスでも下級官吏として登用した。 したがって、 フランスK対すると

いうよbも、 フランス官吏の下で働いている ベトナム人K対して直接の

憎悪がある。 インフェリオリティ・コンプレックスと言ってもし、、、が、

自転車屋、 本屋、 テーラーなど技術と頭を要するような 仕事は、 プノン
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ベンでもピエンチャンでも、 大体 ベトナム人がやっていた。

華僑は、 米だとか、 そういう大 き な商売や流通機構を握って別の次元

にあb、 民衆が直接接触する段階では、 ベトナム人の方が矢面K立って

いた。 そういうセンチメYトの面からも、 ベトナム対カンボジアの問題

は見捨てるととができなL、。

カンボジ ア、 ラオス、特にカンボジ アに対しては、 フランス植民地時

代に、 ベトナム人労働者を北部からプランテーションに移したが、 そと

が 実はインドシナtc $ ..ける労働運動、 あ る いは解放運動 の 温床 になっ た。

カンボジ ア、 ラオスtc $»けるベトナム人の比重が、 支配の側tc $»いて・も、

それに抵抗する側でも圧倒的であったというととを、 まず注目したい。

ベトナム、 カンボジア党の路線対立

ベトナムとカンボジ アの国境紛争が公然化したのは、 .. 7 7 年1 2月で

あるが、 実際は、 75年のサイゴン解放、 4月 1 7日のプノンベン解放

以後に早速、 衝突が起きている。 とれは当時はなかなか表に出なかった

のですが。 国境紛争というのは、植民地時代の残したもので、 あいまい

なものがある。 陸地では仁オウムの口ばし」とか「魚の釣b針」地区な

どで国境線が画定していない。 海上でも一応プルピエJライン〈注＝カ

ンボジ アのカンポート沖のアークォック島＝ベトナムが 20 0 年にわた

b支配して いる＝の外側を回 っ て南西に 下る線） についても、 カン ポジ

A干 アとしては、 承認しがたいもので、 アークォック島はもちろん自国領と

考えてb夕、 解放後に武力攻撃を加えたととがある0・

以上の国境問題、 歴史的、 民族的な問題はずっと前からあるわけで、

最近は、解放後の両国がともに経済的K貧しい、4特に1 970 年代tc $»い

ては、 エネルギー資源に対して非常に敏感になってbb、 シャム湾と、

カンボジ ア、 ベトナムの海洋部分U亡、 石油が将来あるのではな いかとい

うζとで、 特に海上の問題が先鋭化している。 しかし、 国家と国家、 党

と党の問題で衝突がなければ、 かつての歴史的な問題、 国境の問題は解

決できるはずである
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に出てとざるを得ない。

党と党の関係は、 両方の言い分があって、 なかなか明らかでないが、

とれまでにオープンになっているととが、 幾っか挙げられると思う。

まず、 シ アヌーク時代に、 ベトナムの考え方と、 カンボジアの解放勢

力との聞に対立があった。 当時はシ アヌークは、 北 ベトナムと南 ベトナ

ム解放戦線K対して、 ある程度、 カンボジ ア領を使うととを黙認してい

た。 ある意味では、 アメリカに対しでもシ アヌークは抵抗した。 そのた

めに、 ハノイと解放戦線はシ アヌークを支持せざるを得ない立場にあっ

た。

ととろが、 当時、 カンボジ アの草命勢力、 それがどういうものであっ

たかは問わないとしても、 その人たちは、 恐らく打倒の対象はシアヌー

ク 政権だったのではないか。

そとでバーチェットなど事情に通じた人は、 当時のカンボジ アの草命

勢力はジレンマに陥っていたと見ている。 インドシナ全体の解放のため

には、 何といっても ベトナムの革命軍を支持しなければいけなし、。 その

ために、 シ アヌークを困らせるととは、 余タしてはいけないのではない

かという考え方であった。

そとで、 γ アヌークに対してどういう態度をとるか。 シ アヌークを支

持するためには、 シ アヌークの封建的なととるを黙認しなければいけな

いのではないか。 そとが、 ベトナムの党とカンボジ アの解放勢力の中で

は意見が違うととろで、 結局は ベトナム側の意向が非常に強〈出たのだ

ろう。 しかし、 カンボジ アの中でそれに不満を持っていた人がいなかっ

たわけではなし、。 事 実、 カンボジ アの革命勢力は6 7 年Kタイ国境の，，�

ッタンバンで農民の闘争を起とした。 彼等は当時uクメール・ルージュ”

という言葉を使った。 共産党という言葉を使わずに、 クメーノレ・ルージ

ュという言葉を、 シ アヌークも使、、、 みんな使った。 そうしづ反乱が起

きた。 カンボジ ア圏内の階級矛盾に対する反抗を、 カンボジ アの解放勢

力は止むを得ず ベトナム戦に余夕影響がないタイ国境方面でやった。
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ととろが、 7 0年にシ アヌー クが追放されたために、 革命勢力と ベト

ナムの解放勢力の聞の矛盾はなくなb、 初めて ベトナム側はカンボジ ア

の解放勢力と共闘態勢ができた。 ハノイは それまでに弔トナムが使って

いたカンボジ ア人の幹部を送って クメール・ルージュを補強するなど多

大 の貢献をした。

とうして、 7 0年から72、 3年までは両者の関係はよかったが、 シ

アヌー ク時代のいきさつがあって、 カンボジ アに残ってやっていた人た

ちと、 ベトナムと一緒にやっていて、 帰ってきた、 いわゆるペトミン 系

� のカンボジ ア人、 との解放勢力の問では、 当時は ベトナムが圧倒的に人

戸格干

聞も出してなb、 そのために両者に確執が生まれたのではないか。

カンボジアのパリ和平協定反対

そとに非常に大きな問題が出てきた。 というのは、 バリ会談が大詰め

にきた72年 5 月 9自に、 ベトナム側が二つの提案をした。

一つは、 7月にグエン・チ・ピンが、 南草命政府の和平提案を アメリ

カ側に出した。 ととろが、 北 ベトナムも別個の提案を出している。 それ

で、 当時のニ クソンとキ ッシンジャーはどっちを信用すれば＂＇＂、のかと

いうととで、 レ・ドタ ・トは「北 ベトナムの提案が本当なんだJ と。 両

者の違いはどとKあったかという問題がある。

ーフだけ重要な 違いがあb、 北 ベトナム案は ベトナムの和平解決と同

時に、 ラオス、 カンボジ アでも解決するという一項が入っていた。 ラオ

スでは、 ベトナムの和平協定K続いて、 ナ〈・ピエンチャン協定が結ばれ

た。 ととるが、 カンボジ アは70年のインドシナ人民首脳会議のときか

らですが、 ロン ・ ノノレ とは妥協しないという一項が入って会b、 とれは

非常に大事な点です。

ベトナムは、 アメりカに対しては自分はインドシナ全体の主人公で、

みんなを代表して話をしているのだと考え、 アメリカももちろんそうし

てもらわないと困る。 何のために兵を引〈か、 その後で衝突が起きたb

したら、 元も子もなくなる。 そとで、 ベトナムはカンボジ アの党に、 ロ
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ン・ノルと妥協しなさいと説得する。 ソ連もやはbそれ を考えていた。

ソ連がロン・ノル政権との関係を最後まで切らなかったのは、 そ こ に理

由があった。

ととろが、 インドシナ人民首脳会議の時から中国は、 カンボジ7tc 関

しては妥協はないんだよと言ってきた。 というのは、 正当な主 人公のシ

アヌークが追い出され たわけだから妥協すべきととはない、 シアヌー ク

を北京で握っていたというとともあるけれ ども、 カンボジアでは妥協は

ないのだという考え方を中国は支持してきた。

ベトナ ムはカンボジア革命勢力に人的にも物質的Kも非常K応援をし

ていたから、 何とか一括和平をのませようとした。 とのため72年から

7 3年にかけてベトナ ム系カンボジア共産党とポル・ポト派との聞に最

初の公然たる対立が起とった。 恐らく人的、 組織的にはベトナム系の人

が強かったのではないかと思われ るが、 しかしカンボジア・ナショナり

ズム、 中国のバックがあって、 一体ハノ イは何を考えているかという反

感から、 ポル・ポト派は少数者ながら主導権を握っていくのではないか。

とうしてカンボジアはパリ和平協定後もベトナ ムの言うととを聞かずK

解放闘争を続け、 アメりカはB 5 2を全部カンボジアK向けた。 そとで、

ますます恨みが重なb、 ベトナム人はけしからんという考え方になb、

ポノレ・ポトはそれを利用したという面がある。

そして、 いよいよ 75年の解放Kなってくる。 カンボジアで主人公K

なったポル・ポト政権は、 いままでは土地を貸していたけれ ども、 ベト

ナ ムにすぐ出てくれというととになる。 そして、 かつての歴史的な不信

感、 国境線もカンボジ7tc 非常に不利になっているのだという感情が重

なb、 76年5月から両者は決裂してゆく。そこに中ソ対立が絡んでくる。

とういうととがベトナ ム、 カシポジア関係を見る場合に一番大事なとと

ではないか。 それ で何度か話し合いがあったが、 まとまらず、 77年の

夏K、 ベトナ ム軍がカンボジアに侵攻している。 とれ はみんな見過どし

てbb、 公然化したのは1 2月ですが、 そうではなくて、 当初はカンボ

ジア寧もベトナ ム領に入b、 ベトナム軍が反撃をしている。
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ベトナム系のカンボジ アの党

幹部の聞で”宮廷革命”の応酬がずっと続いたと思う。 それ まではポル・

ポトという名前が出ても、 実際には姿を現わさず、

それからカンボジ アのポノレ・ポト派と、

やっと77年 9月K

カンボジ ア共産党の存在をポル・ポトが公然として出てくる。 そして、

ポ明らかにする。 それまでは恐らく ベトナムとも完全K切れ なかった。

カンボジ ア共産党というル・ポトはそとで初めて ベトナム派を切って、

ものを確立した証拠だと思う。

カンボジ ア共産党内ではとのあと、 党員の審査が行われ た。 それは51

6 0 年はポル

・ポト派がカンボジ ア共産党を作った年で、 それ 以前の ベトナム系のカ

ンボジ ア共産党員は ベトナムの息がかかった党員であるために、 それら

に対しては資格審査を求め、 党内の ベトナム派パージの一つの分かれ目

年から 6 0 年までの入党者に対して資格審査を要求した。〆＇

になっている。

ポル・ポトに対しポル・ポトはとうして北京を訪問する。 北京では、

最初は相当 疑問視していた。 それ は 四人組との関係もあるが、

77年1 0 月に ベトナム

とにかく

一応ととでポル・ポトは認知され た。 そとで、

がカンボジ アに大攻勢をかけ、 続いて同年1 2月から二回目の攻勢をか

との闘いで実は ベトナム側が敗けてしまった。けたが、

それ はなぜかというとポル・ポト軍の対 ベトナム憎悪感と、ベトナムは

南部からリ クルートした兵隊を使ったために、 戦意が低かった。 とれ は、

かつての アメリカ軍が ベトナムでやったような戦闘で、 機械化部隊に頼

ベトナム側はとれ で今度は本格的に考えな

さらにカンボジ ア共産党内部の ”宮廷草命”

あとは武力で押し演すほかに方法

り過ぎて敗けてし まった。

ければいけないと反省する。

はできないのだという情況が重なb、

は残され ていないというギりギリの局面K立ち至ったのではないか。

”インドシナ連

生きている目インドシナ連邦目構想

カンボジ ア関係を考える場合U亡、 最後K、
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邦”構想というのは一体あったのか、 な いのか。 ホーチミンの創ったイ

Yドシナの共産 党は三つに分かれてゆ〈。 ベトナム労働党ができ、 そし

てラオス人民草命党、 クメール人民革命党というのを 51 年につくる。

ベトナム労働党の党綱領には、 ラオス、 カンボジアとの関係をどうする

かという項があb、 そとに、 三民族が望むなら連邦を結成しようと書い

てある。 よ 〈言われているように、 51 年でそれは終わったんだという

言い方は間違いで、 とれははっきbして辛子かなければいけなし、。 「望む

ならばJというのが入っているわけで、 連邦構想、はちゃんと生きている。

しかし、 はっきbした連邦という形にはならなくても、 党をベトナム

の息がかかったベトナム系で握る。 77年7月にベトナムはラオスと友

好協力条約を結び、 との中で両国の「特殊な関係」という言葉を使った。

との特殊な関係とそ、 形をかえた ”インドシナ連邦”である。 ベトナム

の野心を非難するポル ・ ポトの言い方も悪いけれども、 インドシナK: $>

いてはベトナムが主人公なんだというととをベトナムは主張したし、。

とれはベトナム ・ ナショナリ ズムからいっても、 クメールとラオスの

両方が緩衝国家で、 しかも反ベトナムでないというととは、 だれが支配

者になっても、 当然歴史的に要求されているととであb、 反 ベトナ ム

のポル ・ ポトがし、るというととは、 ベトナムにとってはもうがまんがな

らないと、 との一点に尽きる。

中越紛争も党路線の対立

次tL中越関係に移ると、 ととでも、 歴史的、 民族的な深い対立関係が

ある。 一例をあげると元の蒙古の進入に対してベトナム人は国をあげて

頑強に抵抗した。 当然のととに民族的な感情も、 北方の巨人に対しては

敬して遠ざけるというか、 信愛の感情を持った関係では全たくなL、 。

そとで中越聞の国境問題というのは、 陸上部分と海上部分とあb、 や

はb特徴的なととは石油の問題をめぐる、 西沙、 南沙の海上部分の国境

紛争がある。 グエン ・ パン・ チュ一政権時代の末期K、 中国軍と南ベト

ナム軍が西沙群島で交戦し中国軍が武力で占領して現在K至っている。
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〆由民 ，
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d島、同

との問題は、 ハノイとしても相当頭にきているととであb、 恐らく今日

の中越紛争の背 景としては相当重要な意味を持っている。 中国もベトナ

ムも、 将来の経済建設に海洋資源、 石 油資源を当てに している。 そして

それがますます最近では両方とも切実なるものがあb、 みんなが考えて

いる以上K、 海上部分の国境問題というのは織烈であると考えてよし、。

それは、 国家戦略にも関係しているというととだと思う。

とういう国境問題、 感情問題、 歴史的な問題も、 やはb党と党の問題、

国家戦略の問題に動かされて、 増幅されるものだと思う。 そうするとー

体どういうふうに考えたらし市、か。

インドシナ目バル カン化目を狙う 中国？

私はベトナム側の意見を聞いてみると、 7 5年のサイゴン解 放に対し

て、 ベトナム側は中国は余b乗 b気でなかった、 というととを言ってい

る。 ベトナム側は、 中国がインドシナ半島の バルカン化を狙っていると

言う。 とれは非常K意味のある言葉で、 ベトナムに言わせれば、 中国が

狙っているのは、 南北の統ーもなるべく遅らせる、 カンボジア、 ラオス

をベトナムKつかないようにしたい、 とれが バルカン化なのだというと

とになる。

中国側はとれに対して、 ハノイは小覇を唱えていると非 難している。

とれはまさに事実であb、 75 年の南部解放は、 中国側は二つの観点か

ら余b 乗b気ではなかったと思う。 南部解放の仕方についてハノイは、

解 放戦線をちゃんと立てて、 徐々にやるんだというととを言っていたの

だから、 パリ 協定にのっとってやったらしW、。 パリ 協定をグエン・パン・

チューが守らないからといって南を武力で解 放すれば、 結局ベトナムが

損をするのではないか。

そんな ととを強行すれば、 アメリ カの援助をふいKしてしまうだろう

というのが中国の立場だった。 それから南の民心の点からも、 解放

戦線のやり方については、 北が南を征服するという形はどうしても避け

たいと。 中国としては、 そういうやり方K関して二つの狙いを持ってい
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たo一つは、 帯僑の保護ということ。帯僑は解放戦線に対しては相当資

金援助もしたし、 南の戦後復興は帯僑なしではで きなL、。そして、 華僑 ．

はそこで働く役割りがあるのだとo南の革命政府も帯僑 を利用して、 日
本とかアメリカの経済力を ベトナムに引 き つけられるということで、 中

国との考え 方は一致していた。

またアメリ カとの関係を改善しようとしていた中国は、 北が南を武力

で征服するという解放の形をとられると、 台湾問題の処理 に影響が出 る

ととを懸念していた。 そのため 忙中国が考えたのは、 ベトナム解放の勝

利はすでに決まっているのだから、 朝鮮の統ーでもそうだが、 歴史的に I Ji&.. 

行き着くととろは決まっているのならば、 なるべく柔らかに、 ゆっくb

と、 そういう雰囲気を徐々につくっていきたいという考え方が、 恐らく

あったのではないか。

以上の点から、 北京はハノイのやb方については賛同できなかった。

しかしハノイはとれを無視して南の武力解 放を強行してしまった。

75 年 9月に、 中国側の言うととろによれば、 レ ・ ジュアンが毛沢東

と会った時K、 カンボジアも自分たちで面倒を見たいと言った。 ポル・

ポトはどうもいかん、 だから政権を変えたいというととを毛沢東K言っ

た。 この会談で、 毛沢東は首をタテに援らず、 レ ・ ジュアンは、 中国が

ベトナム、 カンボジアを対立させて バルカン化を図っているという言、、

方で、 非常に対立した。 ポル ・ ポトももちろん、 中国に何とかギ ャラン

ティしてくれと言ってくる。 そとで、 中Y対立の前t亡、 中国とベトナム

の対インドシナ政策がそとでぶ つかる。 その焦点がカンボジア問題であ

った。

ベトナムの対ソ傾斜を決めた7 6年

さてベトナム、 中園、 Y速の三者の関係で、 いつからベトナムがソ連

寄bkなったかという問題がある。 一番大きなのは1 965年である。

1 963年ぐらいまでは、 ベトナムと中国は細かし、意見の対立はあったが

対アメリ カ関係では一致していた。
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むしろy連の方がベトナムの解放闘争方法にブレーキをかける。 その

ために中国 は当時、 中y論争という形で矢面K立って、 ベトナムの解放

闘争を支援していた面がある。

ととろが、 アメリ カがL、よいよ本格的Kベトナム介入K出てくる時に、

y速は フルシチョ フを解任して、 プレジネ フが登場する。 そして中国K

共同闘争というものを持ち出してきた。 当時者のベトナムとしてはもち

ろん共同闘争という国際的な統一戦線を要求した。 それに対して中国は

反対をした。 もちろんベトナム援助は継続したけれども、 その後 文草が

畑 町 起とb、 ととで決定的 忙ベトナムと中国は意見が分かれて、 ベトナムは

f!禽込
4・‘、，，．

y連寄タ になった。

文革の混乱で中国を経由する武器の輸送がストップするという状況も

起った。 もう一つ、 アメリ カの空軍力、 正規軍の大量投入によって、 い

ままでのゲリ ラ戦についてベトナム側は路線転換を迫られる。 とれはも

うとてもゲリ ラ戦では対抗できない、 やはタ 正規軍同士の 闘い、 最新鋭

の武器を使用した闘いをせざるを得ないと。 そとで、 いわゆるツ連流の

武器と、 戦略にベトナム側が傾斜していく。 ととが決定的な違いになっ

てくる。 とうして北と解放勢力は南ベトナムで 68年、 7 2年に大攻勢

をかけるけれども、 中国はああいうやb方を支持できなかった。 中国は

非常にずるく考えていて、 なるべくアメリ カ軍をインドシナの泥沼に長

〈のめb込ませて消耗させようとした。 そうする ととで 世界のほ かの地

域に手を出さないだろうと計算していた。 そのためには決着を急がない

方がし、ぃ、 とれが毛沢東の考え方だった。

ととろが、 北ベトナムはなるべく早〈解決したい、 そのためには、 ア

メリ カに対しても相当エ フ ェクティプな打撃を与えなければいけない、

とういう ととで一層Y連のふととろに飛び込んでいく。 それでも、 中国

はベトナムにとっては非常K大事な存在であb、 ともかく中yとのバラ

ンスをとってきた。

とういういきさつがあったが、 75 年春Kインドシナ戦争は一応解決

した。 ととで1 976年という年を考えてみたい。 とれはインドシナ、 そ
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れからソ連、 中園、 ベトナム三国関係を見る時に、 非常に大事な時期で

あ る。 との年にベトナムでは南北統ーを早める動きが出た。 それまでは

南の革命政府K任せるとか、 漸進主義による統一とか、 いろんなととを

言っていたが、それを否定して、 とにかく一気K統ーまで持ってゆく。

それから、 ベトナムは第二次5カ年計画を大体との時期に考える。 中

国では、 周恩来、 毛沢東が死U亡、 自然災害があって、 中国の援助能力が、

経済的に非常に低くなb、 中国自体が本当に大変な時期を迎える。指導

者もいないし中国自体がガタガタしている。 ベトナムでは統ーを急く・。

そして工業化優先の第二次5 カ年計画を急 ぎたいとなると、 ベトナムの

ソ連への傾斜は、 必然的K非常に強まざるを得ない。 中国は、 ベトナム

の対ツ傾斜が分っていて不愉快でも、 どうにもならない。 中国自体権力

闘争で右K行くのか、 左に行くのか分からない混迷状態にある。

そういう76年という年、 ベトナム自体でも大水害が起き非常にクリ

テイカノレな状況下で、 1 2月の第4回ベトナム共産党大会を迎える。 と

とではスースロアが出席しているが、 ベトナムの今後頼タ 忙していくの

はツ連しかないのだというととがツ連からの圧力というよbも、 自然と

そうなったというのが真相だろうと思う。

一方中国は76年1 0月から 77年にかけて、 何とかまえ持ち直して

〈る。 との時はベトナム ・ カンボジア紛争が始まってbb、 中国はポル・

ポトを支持する。 そういう形でカYポジア問題が絡んできて、 ベトナム

と中国との聞がどうもうまくし、かな、、。 そしてベトナムの対Y傾斜がま 同え
すます強まる。 しかし、 それでもまだまだベトナムは、 中国の 76 年と

いう年は特別な年だから、 何とか両者のバランスをとろうと努力はして

いたけれども、 基本的な路線は 76 年に敷かれたと考えていL、かと思う。

77年、 78年Kかけてのベトナムのツ連へのめb込み方は、 非常に

はっきbしてくる。 そとで問題になるのは、 カンボジアに対してベトナ

ムが武力制裁を加えるという考え方を持ったのは、 77年の夏からなん

だというととを私は申し上げたい。 77年夏というのはベトナムKとっ

てやはb非常K重要な時期になる。 というのは、 ベトナムでは 77年の
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夏に、 南の社会主義集団化を急ぐという決定が行われた。 それは水害そ

の他Kよる農業の極端な不振という理由もあったけれども、 中央委員会

の中でいわゆるタカ派、 Y連流の重工業優先、 農業集団化という考え方

が拾頭してきた。 対カンボジア路線でも非常にタカ派的な態度、 国際的

にはY連流の考え方が勝利を収めたと考えられる。

中y関係でも、 77年の夏ぐらいまでは、 部小平も再登場してきたし、

少し改善の余地があるのではないかという見方まであったが、 華国鋒 ・

郎小平体制というのは、 どうも前よbひどい、 というソ連側の判断もあ

�！ b、 中ソ関係も、 毛沢東死後の一年間で、 状況改善の動きもストップし、h唖
てしまう。

そして、 y連がカンボジア問題に引きずられて、 77年後半から対中

国改善問題で見切bをつけると、 社会主義圏の団結を固める政策をとb

始める。 との一環としてベトナムK対しても、 対中国問題で姿勢をはっ

きbしろと要求する。 ベトナムも、 対カンボジア、 また南部に対しでも、

はっきタ と強硬路線をとらなければいけないという形で、 タカが主導権

を握った。

カンボジア軍に敗Uたベトナム軍

とうしてカンボジアのポル ・ ポトに対して武力発動をやろうという気

持ちを固めて、 前述のように一応ゃったけれども、 北京はポル ・ ポト支

ん 持を打ち出すし、 ベトナム軍はか ・ ポト軍K敗けてしまった。 そとで
I 

ベトナム側は、 いままでパカ忙していたポル ・ ポト軍に敗けるというと

とは、 容易ならぬ事態だ。 放って:l:r- ＜と、 南ベトナムの社会主義的改造

に反対する反乱分子とか不満分子が、 南では議動しているわけで、 それ

に対してポル ・ ポトが支援するようなととがあると、 社会主義化もでき

ないという不安が増大した。 とれはどうしても徹底的にやらなければい

けないと考え た。

そとで、 77年1 2月から 78年1月にかけて大攻勢をかけたけれど

も、 その時は中国は郵頴超をプノンベンに送b込んでけん制をかけるし、
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ポル ・ ポト軍もよく頑張った。

加えてベトナムは当時、 ベ・トナムに対するイメージダウンー特K周

辺のASEAN諸国のイメージを壊すといかんという気持ちが強かった。

当時、 グエン．－ズイ ・ チンがちょうどASEANを回っている時期で、 カ

ンボジ7�打撃を与えるととができなかった。 ととろが、 78 年に入っ

てますます対決が強まる。 ベトナム側から言えば、 ポル ・ ポトの増長が

一層強まb、 忍耐の限界に追ってきた。

それともう一つ、 77年のベトナムの経済状態が非常K悪化して、 6

月ドメコンに加入する。 南の社会主義的改造を急どうとすると、 華僑 1� 
の活動を締め上げなければならな、、。 難民も大量に出るし、 華僑迫害問

題をめぐって中越関係は非常に悪化してくる。 それに対して中国がベト

ナム経済援助を停止する。 そういうととで、 78年6月の中央委員会総

会で、 ペトナムは決定的に、 対中国問題、 対カンボジア問題で 一段とタ

カ派が勝剰をしたと考えられる。

その徴候は、 78年の8月1 日とか 3日とか5日の党機関紙「ニャン

ザン」の社説を見ますと、 非常に調子の高い社説が発表されている。

それはどういう社説か、 かいつまんで言うと、 社会主義圏の団結、 国

際プロレタリ ア運動の力はどとにあるかという問題で、 結局、 世界共産

主義運動��ける異端分子を、 いままでの「反対しよう」というトーン

が、 今度はもう「やっつけよう」という激しい言葉にエスカレートし、

単にベトナム、 カンボジアという問題ではなくて、 明らかに Y連を先頭

とする社会主義圏に異端分子訪れ、る、 それは懲罰しようと、 とういう内

容のものになった。 それでジ越条約を結べば、 カンボジアでどういう行

動をとろうと、 中国が動けないという判断をした。

ベトナムとy速の協議は非常K密接K行われている。 78 年6 月にポ

ー ・ グエン ・ ザップがモスクワKゆき、 ジ越条約のときには、 バン・チ

ェン ・ y yという、 カンボジア作戦を指揮した人もモスクワを訪ずれて

いる。 78年秋 忙は、 チャY・バン・チャー南部の第7軍司令官で、 カン

ボジア、 ベトナム国境の司令官が、 モスクワ詣でをしている。

-26一



d需、

�· 

ポル・ポト軍ゲリラ戦に移行

中国はポル ・ ポト政権に対して支持はするけれども、 いわゆる「カン

ボジアの独立」というととで支持しているので、 ポル ・ ポト政権につい

ては中国も相当手を焼いていた。 11 月のソ越条約の直後K、 在東興が

プノンベンを訪れている。証束興は 何を言ったかというと、 もう 少し幅

広い愛国戦線を結成して民衆の支持を固めないとだめだと忠告をした。

中国はまた、 ベトナムの電撃作戦は 必至だと判断してb b、 そうすれ

ば、 いまのポル ・ ポト寧ではちょっと対抗できないと懸念していた。 ポ

ル ・ ポトは前の二回を勝っているので、 相当うぬぼれていた。 中国は非

常に心配して、 とにか 〈ゲりラ戦への移行をすすめた。 とれがよく言わ

れているととです。

したがって、 ベトナムのカンボジア進攻は、 カンボジア側が、 あるい

は中国をも含めて予期していたととである。 電撃作戦が成功したのは、

ベトナム側の張b切タ というか投入の仕方が、 いままでにない決意で臨

んでいるために、 思ったよb早 〈プノンベンを占領できたのであb、 カ

ンボジア側が無準備であったかというと、 決してそうではない。 そのた

めに、 結呆は一網打尽になったかに思われたポル ・ ポト軍は、 いろんな

形で分散してゲリ ラ闘争を継続している。

しかも、 ととで非常に大事なととは、 ベトナムがタイを刺激してはい

かんというので、 タイ国境まで追い詰めるととができなし、。 それで、 カ

ンボジア 難民が出ていな、、。 ポノレ ・ ポト軍を本当に一網打尽にやったと

すれば、 1 0万人ぐらいの難民は出るはずだが出ていなL、。

とうしてポル ・ ポト軍に立ち直bのチャンスを与えてしまった。 ただ

補給の問題も含めて五月の雨期までもつかどうか。 との問題が一つある。

今後を見る場合には、 ポル・ ポト軍が、 中国がサジ ェストしているよう

に、 もう少しシアヌータなb愛国者を全部吸収する形の反ベトナムの統

一戦線、 愛国戦線をつ 〈っていかなければいけないというととがある。

余b テロ行為ばかbやっていたのではだめだというとと、 そして最近、

国際的にはそういう動きが非常に強いというととを申し上げたいo·
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それから補給の問題が一体どうなるか、 タイが本当にタイ領経由の補

給をストップできるかどうか。 もしタイがストップすると、 中国とタイ

との関係が悪くなる。 タイ共産党はいまは非常に弱、、。しかし、 もしポ

・ ル・ ポト軍が持ちとたえて補給がどうしても 必要な段階忙なってくると、

タイ共産党の役割bは非常に重くなb、 中国はタイ共産党を通じてポルー

ポト派にテコ入れをせざるを得ないのではないか。 カンボジアで長期ゲ

リ ラ戦が続くとなると、 その可能性は非常に強いと考えている。

ベトナムは カンボジアの負担に耐えられない

中国のベトナム制裁というのはどういうととなのか。 中国の制裁論に

はいろんな見方があるが、 1 977年夏以降のベトナムは、 もはや自主独

立のベトナムではなし、。 ジ連と積極的に手を組んで、 社会主義圏の u浄

化作用” のために戦っている。 ジ連の先兵となっているベトナムのハネ

．上bをたたかなければ東南アジアの安定は崩れてしまう。 とれが中国の

基本的な見方だろうと思う。 それと、 一国の独立を、 どんなに気に入ら

ない政権で愈武力で倒すというようなことはいけない、 それを許して

辛子〈と、 えらいととになる。 その二つの点から、中国は、 ベトナムの武

力制裁に踏み切った。

それから、 ユーゴ、 ルーマニアなど非同盟の立場からのベトナム批判

がある。 それは ポル・ポトの政権は人権無視など大変な政権であるけれ

ども、 その一国の主権、 独立を動かしてし丸、ものかどうか。 ベトナムの

カYポジア進攻で、 特にタイとの関係で、東 南 アジア� $＞－.けるバランス

を非常に崩してしまった。 したがって、 何とか一刻も早〈ベトナムが兵

をヲI＂、て、 ポル ・ ポトでもなし＼ヘン ・ サムリ ンでもなし、、 カンボジア

独自の政権の条件づくbができないか。 とういうのが恐らく非同盟の立

場であるし、 わが日本の立場でもあると思う。 との考え方に対して、 中

国はある意味では非常に理解を示している。 中国としても最低限の目的

は、 ベトナム寧のカンポジアからの撤退と、 それから国連監視団もカン

ボジ7�入って、 選挙などそういう手だてを国際会議などの形で進める
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方向を期待しているのではないか。

それでは中国の制裁論というのは、 ただ中越国境だけでやっているの

かという問題がある。 中国はかつて1 958年にイラクでアメリ カ寧が出

たときに、 金門・ 馬祖を攻撃した第7艦隊を台湾海峡Kくぎづけにする

戦略をとったととがある。 したがって、 中越で事を構えたのは、 カンボ

ジアのベトナム兵を、 中越国境に集中させるという効呆は、 現K現われ

ている。

とれは中国の菅からのやb方だが、 しかし、 それはベトナムも読み切

っているので、 余タ 効果はないと思う。 むしろ私のいま考えている制裁

論というのは、 中国側から見た場合には、 もしカンボジアのポル ・ ポト

軍が解放区を広げると、 そのカンボジアで中国が空輸作戦を、 戦闘行動

か補給活動か知bませんけれども、 そういうととを考えないものだろう

か。

しかしベトナムもへン ・ サムリ ン新政権を何とか実体のあるものにし

て、 自分たちも引きたいと考えても不思議ではなし、。 では、 どうすれば

政権の基礎が固まるかというと、 まず残存分子を一掃するという軍事的

な問題がある。 それが雨期までに片づけば、 経済建設をうまくやb、 都

市を復活し、 ポル・ ポトが非常にラジカルにやった政策を改め、 経済的

な裏づけを持ち、 民度K合った経済政策をとって、 民心を引きつける。

そのためには、 ベトナムはソ連の援助に頼るしかなし、。 ‘しかし、 軍事

的な問題がまだ片づかない段階では、 なかなかそれがやれな、、。 やはタ

雨期まで見る 必要がある。 しかし、 いまの状態では、 ポル・ ポト寧が意

外と強いために、 余b可能性がなし、。 そうするとベトナムはいつまでた

っても、 軍事的Kも経済的にもめんどうを見なければいけない。 とれは

ベトナム托とって大変なととであb、 その負担に耐えられないと思うo

y連の援助Kも限bがあるし、 国際的なイメージダウンのため、 アメリ

カや日本が、 とにかく兵だけはヲI＂、てくれ、 それでなければ援助をした

くてもできないではないか、 というととを言っている。

- 29-



そういう状況の中では、 やはbベトナムはととで軍隊をヲ＇＂、て、 シア

ヌークなどを復活させて事態の解決を図らざるを得ないのではないか。

ベトナムのナショナリズムも強烈だが、 カンボジアも同様であ夕、 また

民族本来の姿というものはあるわけで、 それを無理しである一定期間押

え込んでも、 やがては破綻する。 カンボジアはやはb、 タイとベトナム

との聞の バランスをとる。 いわば緩衡地帯としての役割bを果すのが、

自然の姿なのではないか。

カンボジアの本来は、 東南アジアで類を見ないほどの豊かな農村社会

は、 社会主義体制とはまるで無縁の土壊であb、 農村がそれを望んでい

るわけでは決してなし、。 中越戦争を収拾させるためにも、 カンボジアで

の妥協の道は限られていると思う。
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中国・ベトナム対立の足取り

プノ ン ペユノ陥落、 カ ンボ ジ ア解放
サイ ゴ ン 政府無条件降伏、 3 0 年K 及ぶベ ト ナ ム 戦争終結
ベ ト ナ ム 、 カ ン ボジ ア武力衝突

ポル ・ポ ト 首相 ら の 民主カ ン ボ ジア新政権発足

フ ァ ン ・パ ン ・ ド ン ・ ベ ト ナ ム 首相、 華国鋒主席 と 会談
ホ．ル ・ ポ ト ・ カ ン ボ ジ ア 首相北京入 り 。 親 中路線表明

ベ ト ナ ム 軍、 カ ン ボジ アヘ一斉侵攻
中園、 ベ ト ナ ム の華僑追放を公然手織
ベ ト ナ ム 、 華僑問題で会議提集中国拒否（6. 2) 
中 園、 51項目 の対ベ ト ナ ム 援助打ち切 り 通告。 香港紙、
地ベ ト ナ ム K 建設 と 報道

Y連の ミ サイ ル基

人 民 日 報「 ベ ト ナ ム の反中国 を後押 し し てい る のはY連J と 論評 、 華儒問題
で 始め て Y速を公式 非難
ベ ト ナ ム 、 コ メ コ ン 正式加盟。華僑引き 取り交渉 中断
中園、 対ベ ト ナ ム 援助全面停止、 技術者総引 き揚げ。 ハ ノ イ 放送、 中 国がベ
ト ナ ム 国境沿い で軍事演習 と 報道

中園、 華僑問題で8月K 次官級交渉 を提為 ベ ト ナ ム 受諾（ 7.22)
中越次官級会議
日 中条約調印
中越国境友誼関周辺で華僑難民めぐ り 流血騒乱
中越次官級決裂状態
郡小平副首相、 中Y条約は 79 年 4月に 廃棄を通告 と 語る。
フ ァ ン ・ パ ン ・ ド ン 首相A SEAN歴訪 （ 1 0. 1 7 ま で 〉
中園、 ベ ト ナ ム が中国領内 K地雷敷設と 抗議
ベ ト ナ ム 軍機関紙、 中国軍集結を 非難
ソ連、 ベ ト ナ ム 友好協力条約調印
迂東興、郵小平両氏がそれぞれ カ ン ボ ジ ア、 タ イ 訪問
ハ ノ イ 放送、 カ ン ボ ジ ア で反政府派が「 カ ン ボ ジア救国民族統一戦線J を結
成 し た と 伝え る 。新華社「 ハ ノ イ の陰謀J と 非難（ 12. 4)
米 中国交正常化発表
人民 日 報「 われわれの忍耐に も 限度があ る J と 題す る 社説を掲げ 、 ベ ト ナ ム
を 非難

プノ ン ペ ン 陥落。 救国戦線8項目 の新政策発表
部小平 ・ カ ー タ ー会談
郡小平・大平会談で、 部副首相「 ベ ト ナ ム の 今後の 行動 に つい て 制裁を加え
る 必要が あ る 」 と 発言
中圏外務省、 在北京ベ ト ナ ム 大使館K 覚書、 ベ ト ナ ム 側の「武装挑発」厳重
抗議
中 国軍、 ベ ト ナ ム 国境進攻作戦開始
米国務省、 声明を発表、 ベ ト ナ ム から の 中国軍、 カ ン ボジアから のベ ト ナ ム
軍の撤退と大国 の 自 制を求 め る
ソ連政府、 ソ連・ベ ト ナ ム 友好協力条約の義務を守 る と 声明
ベ ト ナ ム ・ カンボジ ア平和友好協力条約陀調印。ベ ト ナ ム 、 中国 の交渉提案
を 拒 否
国連安保理が緊急討議 開始。
中 国外務省、 ベ ト ナ ム に 次官級会談を提案
ベ ト ナ ム 外務省、 「中国軍が全面撤退すれば、 話 し 合いの用意あ り 」 と 対中
覚書
プレ ジネ フ ・ソ連共産党書記長、 中国民即時侵略停止、 全面臨邑を求 め る 。
中国政府声明、 5 日 から ぺ ト ナ ム 領の撤兵開始を発表、 再度交渉 開始呼びか
け
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m. 中 国を見るベトナム

一どとまで反中国念のか一

読売新聞外報部次長

小 倉 貞 男

『懲罰jに驚かないベトナム

中国 ・ ベトナム紛争で、 中国の郵小平副首相が 東京で「ベトナムを懲

罰する」と語って驚かせた。 ととろが、 当のベトナムの方は、 別に削 除
ていなし、。 とれはベトナム人が強がタ を言っているわけではなく、 いつ

もベトナムは北方の大国である中園との関係を軸Kして考え、 行動して

きたととから来るもので、 当のベトナム人は、 あまb抵抗なくとの言葉

の持つ意味を感じとっている。 とくに、 隣接する北の大国が中国の指導

者が世界K向ってとのような言葉を口に した時、 それが何を意味するの

か、 たちどとろにわかってしまうととろに、 中国とベトナムの関係、 そ

の中でもベトナムから見た中国 ・ ベトナム関係を考えていく重要なカギ

があると思われる。

中国 ・ カンボジアとベトナムとの紛争が危機 的段階にさしかかってい

た昨年秋、 わたしはハノイを訪問中で、 ベトナム政府の上級幹部たちと

食事をしていた一人がζう言った。 中国の華国鋒（党主席〉、 郵小平（

党副主席〉は、 ベトナムを懲罰しようとしているo われわれは、 いま、 I� 
その懲罰がどのようなものか分析しているととろだ。 というのだ。 中国

の指導者の一部は、 ベトナムがあまb強くならないように懲罰してやろ

うというもくろみを持っているのだ。 というととも言った。 問題は、 ど

のような懲罰か、 というととだ。

ある国が他の国を懲罰する時、 三つの罰を使うという。 とれは、 戦国

時代の縦横家、 蘇秦の説だ。 ーに謀bどとを持って伐する謀罰。 こに相

手の国を孤立化させる交罰。 三には武力を使って相手を倒す兵罰。 との

三つだ。 秦K対抗するため燕、 斉、 貌など六国K南北同盟をつくらせ合
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従させた蘇秦が用いた懲罰（伐）の方法だという。 政府幹部の発言は中

国の懲罰というととがベトナム人のメンタりティの巾が容易K分析され

ているというとと、 さらにベトナムでは政府幹部レベルで、 「中国がベ

トナムK懲罰を加える」ととをすでに共通認識として理解し、 その対応

策を進めていたととを物語っている。

中国とベトナムの関係の悪化はかなタ 以前からのものであb、 悪化の

理由についてもさまざまな問題がある。 そとで悪化していった両国聞に

横たわっていた問題を、 ベトナム側ではどう見ていたか、 その過程で、

今｜ ベトナムが抱えていた問題などについて紹介したい。

�禽ヘ l

日本では、 ベトナムと中国の関係が悪化してい〈過程で、 援助打ち切

bなどによb、 ベトナムがY連べったbになったかのように見る考えが

強いが、 かならずしもベトナムが真空状態になったわけではない。 たし

かにベトナムがコメコン（経済相互援助会議〉に加盟（1 97 8年 6月29

日）したとと、 ジ連・ ベトナム友好協力条約の締結（同11 月 3 日）で、

ベトナムがY連圏に入ったといわれるが、 ベトナムの自主性、 自立性を

過小評価しではならないと思う。 むしろベトナム統一（1 9  7 5年4月30

日の南解放）後、 強烈なベトナム民族主義が発揮され、 とれが統一後の

国家経営K 必要なエネルギーとしても重要であb、 とのととは 必然的に

中国との関係の悪化をさらにエスカレートさせたと考えた方がし、いので

はないか。

ベトナムでは、 統一後、 中固に対する考え方の変化を次のように表現

している。 「ベトナムでは、 フランスに対する抵抗戦争がわれわれの勝

利で終った時、 次にはアメリ カと戦わざるを得なくなると考えていた。

予想、どbbアメリカの介入によってベトナムの圏全体が戦場となったが、

強大なアメりカとの戦いが終った時、 指導者たちは、 いずれ伝統的な敵

と戦うととを余儀なくされるだろうと考えた。 JとL、ぅ。 中国を伝統的な

敵と現定したととろに、 社会主義を超えた問題があるととがわかる。
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ベトナム北部のラオス 国境K近いディエン ・ ピエン ・ フーは、 ベトミ

ン寧がフランス寧を包囲、 降代させ、 フランスの植民地反乱から脱却し

た記念すべき土地だ。 盆地をとbまくように点在する小高い丘は激戦が

くbひろげられた場所で、 タピオカが植えられている丘をのぼると、 いま

でも夏草が辛子い茂る山肌を切bきざむようにベトミン箪が掘b進んだ藍

－接のあとが 25 年の風雨にさら されて、 なb 残っている。 フランス軍の

砲座のすぐ真下まで掘b進められた藍壌跡 は 当 時のベトナ ム 人 の 強

烈な意志を生々し 〈見せているようだ。 山全体がまるで血を吸ったかの

ように赤いアンツーヵーの色時められているo ベト ナ ム は 風雨にさ 1� 
らされながら残るとの壁壕跡を自然のままに保存している。 独立ベトナ

ムの象徴なのである。 広大なディエン・ ピエン ・ 7ーの盆地全体がベト

ナム独立の象徴だ。 しかし、 そのどとにも中国の痕跡はな、、。 当時の抵

抗戦争Kは中国の大きなバックアップがあったが、 最後の決戦期はベト

ナムの自らの意志で決定され実行されたという。

ベトナム民族の起源に新説

ベトナム民族主義は、 ベトナムの「歴史」についても強 〈打ち出され

ている。 ベトナムの党と政府 （社会科学院）は独立 （1 94 5年）いら

い、 ベトナム民族（キン族〉の起源について総合的研究を続けてきたが、

最近「ベトナム民族の起源はトンキン・ デルタにあったJと、 いままで

の通説をくつがえす結論をまとめたが、 とれはきわめて重要な問題だ。

ベトナム人は六十にのぼる多〈の民族からなっているが、 もっとも多い

のはキン族であb、 いままでの通説では、 ベトナム民族（キン族〉は、

中国南部の広州付近の沿岸地方Kいた「百越Jとよばれる多 〈の部族の

中の一民族で、 ほとんどが中固に同化されていったなかで、 「越南（グ

イエ ト ・ ナム．）人」だけは同化せず、 南へ下b、 いまのトンキン ・ デル

タに定住したとされている。

しかし、 最近はじめて 明らかにされた結論は、 考古学的、 民族学的に

みて、 ベトナム民族はもともとトンキン ・ デルタにいた種族であった と
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とが判明したとしづ。 発掘調査Kよると、 八千年から一万年前にホア ピ

ン（Hoa ・ Binh）文化とよばれる栽培 文化があb、 六千年から七千年前

Kはバクジン（Bae ・ Son〉 文化が栄え、 ついで新石器時代末期五 千年

前どろは沿岸地帯で石ウスが使われていた。 ベトナム民族は青銅器文化

の時代K強力なものになb、 国家建設へ進んだ。 三千年前から四千年前

にハノイを中心として銅器文化が栄え、 高度な稲作文化が発展、 三千年

前にハノイ北方の ピン ・ フー（Vi nh · Phnu）に国家栽培が確立された。

山間部のムオン（Muong）族はベトナム族の源流とみられ、 ベトナム語

《l の古い型はムオン族の言葉からきているとも結論づけた。 ハノイの近代

�、l

美術館にはベトナムの民族衣裳、 装身具、 生産具などが飾られているが、

以前はベトナム族（キン族）とムオン族はわかれたコーナーにあったが、

昨年秋K見た時は、 ベトナム族とムオン族は同じ ガラスケースの中に入

っていた。

ベトナムの民族の起源、 歴史、 文化など民の根幹にかかわるものは、

とれまで常に中国との深いかかわタ 合いを軸 忙して語られてきたととを

考えると、 民族的、 歴史的なベトナム民族の独立は画期的な転換である。

ベトナムの指導部はとの テーマを国民教育の根幹 tc $－き、 有史いらい二

千年の歴史が「中国支配からの独立戦争」にあったと現定、 徹底的な u

ベトナム民族の栄光の歴史”についてキャンベーンを行っている。

中国との紛争がはじまった時、 ハノイの中心街Kはスローガンを描い

た大きな看板があるが、 「ベトナム社会主義万才」のスロー ガンが、 「

フン王は建国の功労者、 共K国を守ろう」（ホーチミンの言葉） に変っ

た。 フン（Huong）王は三千年前にピン ・ フーに建国した王朝で、 「北

方の封建主義（中国を指す）と戦ってきた英雄Jである。 との新しいス

ロー ガンは中越紛争が、 明大漢主義 ”に対抗してベトナム民族の存亡を

かけた戦いである ととを強調した布石であった。

ニヤンザン紙編集者の見解

中国を伝統的な 敵として対決せざるを得なかった直接、 間接の理由K
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ついて、 ベトナムの見解を紹介する。 とれは昨年ハノイで会ったベトナ

ム共産党中央委員、 ホアン・ トゥオン（Hoang・ Tuong）氏の見解から

まとめたものだ。 同氏は党スポークスマンの重職にあb、 党機関紙「・ユ

ャンザン〈人民〉」の編集長、 国際問題の重要論 文について署名入b論

評を書いてbb、 同氏の見解は党中央の方針として考えてよし、。

第ーにアメリ カに反対する国際統一戦線の結成についての相違点が露

呈したととである。 ベトナムはアメリ カとの長期的戦争に直面し、 世界

の草命の利益のために、 反米国際統一戦線をつくろうと提唱したが、 中

国は「ジ速に反対するζとが米帝国主義に反対する条件である」と主張

したという。 ベトナムは米帝国主義反対のためKはY連と連帯しなけれ

ばならないと主張し、 そとK大きな亀裂が生じた。

第二は、 1 966年 に 中国指導部の亀裂忙よb、 二つの中国Kかかわら

ざるを得なくなったととである。 ホアン・ トクオン氏は「私たちが直面

した問題は、 �Jを支持するか、 毛を支持ナるかという問題だった。 それ

は 文化大革命を支持するかどうかの問題でもあb、 ととろがわれわれは

文化大革命というものの意味がまるでわからず、 ベトナムを混乱させたJ

と語っている。 文草の影響を受けてベトナムでもイン テリ 、 技術者の下

放がはじまったが、 ある政府幹部は「数学の教師を地方の農場に送って

労働させても 何の意味も持たなかった。 とんなととをしていたらアメリ

カとの戦いには勝てないと結論し、 半年で下放運動をやめた」と述懐し

ている。

第三は中国K ＂裏切られた” と感じたことだ。 ベトナムの指導者たち

は、 故 周思来首相に対して、 常に丁重な敬意をはらっている。 それはベ

トナムの戦争に対し、 常に理解を示し、 バックアップしたというととに

対する感謝の気持からだと思われる。 ホアン・ トウォン氏は「故周恩来

首相は、 何度も何度もベトナムに対して『ベトナムを支援し、 反米の国

際統一戦線をつくるととに賛成する』と強調したJと語っている。 しか

し、 毛沢東主席がとれに断固反対した。 当時ベトナムは「アメリ カは中

国膨張主義をくいとめるためにベトナムK直接干渉しないのだ。 ベトナ
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ムの戦いは中国を守るための戦いだ」と反論したが、 毛沢東は聞き入れ

なかったという。 それにもかかわらず、 ベトナムが勝利K近づいている

時K、 中国はアメリ カと突然握手した。 7 2年のニクツン訪中はベトナ

ムに手痛い打撃を与えた。 もしニクジン訪中がなければ、 アメリ カの北

爆の再開、 B 5 2 によるハノイじゅうたん爆撃はなかっただろうと、 中

国の u裏切b” に激しい怒bを隠そうとはしなかった。 とのように中国

との 対 立は ベ ト ナ ム 戦争中K決 定 的になり、 中国のベトナム援助

｜ 
はすでに戦争中から減bはじめている。 1 975年、 ベトナムが南の解 放

�： 作戦に踏み切った時、 中国は経済援助をほぼ完全にストップした。 との
、 、・．

ノ！島、、

ため ベトナムはホーチミン作戦をツ連からの援助によって展開、 中国との

関係は決裂が決定的となった。 中国は78年7月3自にベトナムに対す

る経済、 技術援助を全面的に中止すると発表したが、 とれは一般Kベト

ナムのコメコン加盟への報復措置だといわれている。 と とろが実際には

7 5 年に実質的Kは経済援助が止まb、 77年に借款供与を停止、 78

年6月2 自に技術援助も含めて全援助を停止している。 ベトナムとして

は中国援助の停止によb、 必然的Kコメコンへの加盟を余儀な〈された

という ととになる。

経済再建の挫折

中国国境に向ったクァンニン（Quang ・ Ninh） 省の有力炭鉱である

メオク（Mao ・ Khe） 炭鉱は中国技術援助で開発された最も良質で豊富

な埋蔵量のある炭鉱だが、 78年6月2 自に突然、技術者全員が引き揚げ

たという。 中国の技術援助の方法は、 炭鉱の場合、 ベトナム側と鉱区の

分割を行、、、 中国担当の鉱区については中国独自に設計を行うので、 技

術援助の打ち切bは技術者ばかbでなく、 設計図も持ち去られてしまう

ので、 極めて困難な状況になったと鉱山長は語っていた。 ハノイ 市の紅

河K建設中のタンロン橋（7 キロ） �ついてもベトナム側は中国の技術

陣のヲ｜き揚げで全面的な計画変更にせまられた。 ベトナムにとっては深

刻な事態で、 との空白を埋めると同時に経済発展の基盤となる電力、 鉄
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鋼、 港湾、 油田開発などの大型プロジェク．トKついて日本への期待感を

高めたが、 日本側の慎重な姿勢に深い失望を味い、 y速、 東欧圏への傾

斜を深めようとしている。 日本からの民間借款供与は総額 2億ドルにな

ろうとしてb b、 すでに限界K達しているとの声も強 〈、 とれが先細b

kなれば、 中国との対立による損失ははかbしれないものとなっている。

カンボジア党への援助

中国との関係を軸忙して悪化した問題にカンボジア問題がある。 ベト

ナムから見た場合、 ベトナムと中国の対立の深化とテン ポをあわせて ベ

トナムとカンボジアの党関係が悪化してbb、 さらに との対立がまた ベ

トナム ・ 中国との関係の悪化をエスカレートさせる結果を生んでいる。

ホーチミンのインドシナ共産党が1930年に結成された時、 その目的

は「インドシナの独立」であった。 当時の状況からみて、 ベトナム、 ラ

オス、 カンボジアの三つの民族が共同戦線はどうしても必要な ととであ

ったため41 年、「フランス、 日本を追い出したのちに、 インドシナの各

民族はその意志によって、 随意K民主共和国連邦を組織し、 あるいは自

立して民族国家を樹立するJと決定。 スローガンも「インドシナの独立、

インドシナ連邦の結成Jだった。

ホアン ・ トクオン氏は「 ポル ・ ポトでは 6 0年にカンボジア共産党が

つ 〈られたといっているが、 51 年にインドシナ共産党が解体し、 ベト

ナム労働党、 ラオス人民革命党、 カンボジア人民革命党が組織された。

とのカンボジア人民革命党が本来カンボジアの共産党だJと語っている。

ホアン ・ トゥオン氏によると、 ジュネープ協定（ 19 54年）後、 カン

ボジア共産党の中でも顔を知られている人たちはみんな北ベトナム忙入

ってきた。 北 ベトナムは彼らに援助をし、 時期を待った。 ポル ・ ポトや

イエン・サリ は南 ベトナムの近 〈で活動していた。 われわれはロン ・ ノル

のクーデター後（1 970 年）、 北 ベトナムに住んでいた人たち〈彼らは

1 954年いらい北ベトナムにいたが）をカンボジアK送bかえしたが、

ほとんどが殺されてしまった。 現在まで残っている幹部は ヌオン ・ チュ
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4晶、、
、ー

〆色｜

ア（人民代表議会常任委議長、 共産党中央委副議長〉だけだった、 とい

う。

とれを見ても、 1 960年に 創立したというカン ポジア共産党の主導権

をめぐって、 土 着グループとベトナムに支援された グループとの聞に激

しい権力斗争が続き、 ベトナム支援グループが粛 、清されたといえる。

文 草時代に始ま った カンボジア党の北 京 接 近

ベトナムの指導部がポル ・ ポト政 権とはっきb対立が生じたのは、 中

国の文化大革命を契機としてbb、 ポル・ ポト氏らが当時 北京で中国指

導者と会い、 全面的協力の政策を取b つ けていらいだ。 党の路 線のほか

にも、 援助K関して深いミ ゾが出来たといわれる。 党幹部も「援助に関

し て 、 その背後にはいろいろな問題があった。 中 国 か ら受け た大量の 食

糧、 武 器 そ れに衣料 品 。 戦いが 苦しかっただけに 、 腹いっ ぱ い 食べられ 、

寒さを しの ぐことが出来るのはどんなにか素 晴らしいもの であったか。

わ れ われは中 固に感謝 し て いる。 し か し、 郵小平は自固に有 利な こ と し

か言わない。援助の条件で、 内部K策謀があり、 われわれ は 大 き な被 害

を受けた。 J と い っ て いる と こ ろ からみ て 、 派 閥の争いが起った と も 考

えら れる 。 中国 は ベトナム と カン ボ ジ ア に援助 を 与える場合、 そ れ ぞ れ

の援助 額を 決 め ない時があ り 、 カンボ ジアが援助額や援助 ノレ ートにつ い

て ベトナムに対 し 不満を 抱 く ようになったのが、 両者の 確執の重要な ポ

イ ン トだとい う 話もあり、 また、 ポノレ ・ ポト氏の グ ループは、 武 器援助

ノレ ート を独占 し 、 自己の勢力を強大に し て い き 、 主 導権を 握った と い わ

れ て いる。

ベトナムは1 9 7 5年の解放戦争で正規軍二個 師団 を紅 河デルタから ア

ノンベン攻略に投入、 制圧 し たが、 入 城 したポノレ ・ポト ・ グループがい き なり

粛 清をはじ めたのにお ど ろいたが、 一挙Kハノイ派も 壊滅的打撃を受けた という。

ベトナムでは、 対カンボジア問題と南の社会主義改造とは関連する課

題であるだけに、 中国の支持を受けているカンボジアとの紛争には慎重

K、 また華僑経済の改革も南解放から 三年間手をつ けずにいた。 しかし
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カンボジアか ら の攻撃が本格化し、 背後K 中国の意志を感じた結果、 対

決せざるを得ない と の結論に達した。 カンボジアとの紛争が拡大した時

K、 奇妙にも圏内 華僑の中で 「中国 ・ ベトナム断交説J 「中国のベトナ

ム侵攻説 Jが流れ、 ． 華僑は二つの祖国のう ち 一つを選ばざるを得ない苦

境にたった。 明蘇秦流” に言えば、 ベトナムは中固による孤立化の状況

がつく ら れるととを察知し、 さ ら K圏内 的Kは華僑をめぐるゆ さぶbで

社会建設のテンポが急速に落ち、 ついに武力を持って攻撃をうけたとな

る。 昨年秋の 日 中条約の締結 は、 ベトナム首脳部をおどろかせ、 日 中の
結びつ き の強 さ （ たとえ ば 北京でのレセ プ シ ョ ン の参加者が二千 人 にも

のぼったこと）など 、 γ ョ ックを受け、 孤 立への危機を ますます感じて
いたことは事実だ。政府首脳は 「 日 中条約はベトナムに向けられた刃 」
とはっ き り 言い 、 日本の国民レベノレ での冷 静な国際的対 応 を要望して じ
たのが印象的だった。

日中条約が中国軍のベトナム侵攻までつながって いるという説がある

が 、 「オケ屋と春 風」的議論ではあるにせよ、 日中条約KまさK北方か

ら 吹きとんだ北風そのものであったととはまぎれもない事実であった。
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中 国 ・ ベ ト ナ ム 抗 争 史

古代、 中国南方海岸平野 K は、 百越と よ ばれ る ほ ど の 民族群が独 自 の 部落組織を形成 し

て い た。 北部か ら 強大な 中 国勢力が南下す る K つれて大部分は 中国人に 吸収さ れ、 今 日 の

南方中国人の基盤 と な っ たが、 ただ ひ と つベ ト ナ ム （ 越南 ） 、 ア ン ナ ン （ 安南 〉 人 と よ ば

れ た イ ン ド シ ナ半島東部の越ま、 中 国 の 侵略の 大波 に あ く ま で抵抗し 、 独立を 保ち続け て

い た。

中国の 南方への野心4ま 紀元前に ま で さ かのぼ る。 秦の 始皇帝時代 に は ベ ト ナ ム 北部が中

国 の文配下 K入 り 、 漢の武帝は十万の大草を 遠征さ せ て 南越全土 を 征服 し たo 西歴 3 7 年

中国の圧政K 対 し て ベ ト ナ ム の大反乱が起き 、 漢軍は鎮圧に数年かか っ た。 こ の反乱の 指

導者、 徴側姉妹 （ ハ イ ・ バ ・ チ ュ ン ＝徴姉妹 〉 の名はベ ト ナ ム 民族独立運動の γ ン ポ ル と

し て歴史に残 り 、 ハ ノ イ やホ ーチ ミ ン市 〈 旧サイ ゴ ン ） の 目 抜 き 通 り に 名 を冠 し て 今 日 K

伝え ら れ て い る 。

中 国人の南方制覇は、 中華思想に よ る 征服 と 同化 の 強制であ り、 そ の 中央集権的な 行政機

構に よ り 、 現地 の住民を 蛮夷と 見な し て カ レ ン 謙求 を ほ し い ま ま K し た。 こ の ため中 世K

入 っ て も ベ ト ナ ム 人は各地で反中国 の反乱を起 し 、 宋の時代忙 中 国 の水陸遠征軍は大敗を

喫 し、 9 9 3 年に ベ ト ナ ム は 中国 の支配を離脱 し た。

ベ ト ナ ム の陳朝 （ 1 2 2 5～U 1 3 ） 時代、 蒙古は 前後三固 に わ た り ア ン ナ ン K兵を送った

が、 ベ ト ナ ム 寧は不退転の決意で 侵攻寧と 闘かい、 フ ピ ラ イ （ 忽必烈 〉 の率い る 当 時世界

で最強の家古 帝国 の野望を打ち く だ いた。

元 （ 蒙古 〉 の あ と 明の太祖が中 国を統一 し、 1 4 世紀に永楽帝は 20 万の ベ ト ナ ム 討伐軍

を 派遣 し て勝利 を収め、 ベ ト ナ ムは 四百数十年ぶ り に再び中国の直轄領 と な っ たo

明朝は、 ベ ト ナ ム を u 内地化” す る ため K 徹底 し た同化政策を と り 、 各地K 儒学を教え

る 学校を 設立 し 、 ま た男女の興髪を 許さ な い な ど、 ベ ト ナ ム 固有の風俗習慣の廃止を強要

し て反援を 買 っ た。

1 4 1 8 年、 土 豪の禦利 （ レ ロ イ ） を 指導者 と す る 反乱が起 り 、 今 日 で言 う グ リ ラ 戦で

し ば し ば明寧を破 っ た。 1 4 2 7 年、 明軍は遂 に大敗 し 、 ベ ト ナ ム は よ う や く 国家の統ー

と 民族の独立を勝ち と っ た。 繁利は東京 （ ト ン キ ン 、 現ハ ノ イ ） で即位 し 、 国 を 大越 （ ダ

イ ベ ト 〉 と 称し た。

禦利は ベ ト ナ ム が生ん だ偉大な英雄の一人で あ り 、 そ の王朝は 前後期を通 じ て三百六十

年 K わ た っ た。 ベ ト ナ ム 人は 禦王朝時代K 民族の真価を 発揮 し 、 文化を育成 し 、 イ ン ド シ
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ナ 東岸に おけ る 確固た る 国家の地盤建設K成功 し た。

中 国の 明朝は、 禦朝時代の皇帝をベ ト ナ ム 国王 と し て承認 し 、 一方 の禦朝は明朝K対 し

て 、 ほほ三年K 一度の割合い で朝貢 し 、 形式的に は宋主国対藩属国 と い う 関係を維持す る

こ と で、 中 固 と の武力衝突や争い を 回避し た。

禦利の後期は、 禦氏を擁し ハ ノ イ を 中心 と す る 北の郷氏 〈 安南王国 〉 と 、 ユ エ を 中心と
す る 南 の庇氏 （ 広南王朝 〉 の二大豪族が対立抗争す る 約二百三十年に わた る 南北分裂、 争

乱時代で あ っ た。 1 8 世紀末忙 な り 、 既文恵 （ グエ ン フ エ 〉 を 指導者 と す る 西山の大乱が

起 き 、 実権を 握っ た。
清朝の乾隆帝は、 ベ ト ナ ム の 内 乱K 乗 じ て 1 7 8 8 年 、 2 0 万の 大軍 を広西、 雲南方面

か ら ベ ト ナ ム K 侵入さ せた。 院文恵はハ ノ イ 域外の防衛線で滑軍を急襲し 大敗走さ せた。

こ う し て 庇文恵は、 ベ ト ナ ム 救国の ナ ポ レオ ン と し て ホ ーチ ミ ン 市 の 目 抜 き 通 り に 名を 冠

し 、 不朽の 名声を と ど め て い る 。 庇朝は第二次大戦前ま で続い たベ ト ナ ム 最後の王朝で あ
り 、 清朝K 対 し ては朝買を続け て 友好関係を保 っ た。 し か し 清朝は 次第 K 勢力 を 衰退さ せ
て、 ベ ト ナ ム 侵攻の余裕 と 国力 を失な っ た。

カ ン ボ ジ ア の古代王国は 「其雌J （ し ん ろ う 〉 と よ ばれ、 一剛ま ア ン コ ー ル ・ ワ ッ ト を

建設す る ほ ど の高い文化 と 勢力 を 誇 り 、 1 2 世紀ど ろ に は現在のベ ト ナ ム 南部から、 マ レ

ー γ7 ま で拡がる 大帝国だ っ た。 し か し 、 ア ン コ ー ル王朝の崩壊 （ 1 5 世紀 ） ご ろ か ら加
速度的K 民族の力 が後退 し 、 こ れ に乗 じ て ベ ト ナ ム の 禦朝時代の南北抗争期K、 南 の安南
王国は肥沃な 南部平野への領域拡大を 図 り 、 1 6 7 4 年 プレ イ コ ル （ サイ ゴ ン ） 、 プノ ン
ペ ン を攻略 し 、 1 7 世紀末 ま で に メ コ ン デ ルタ の南端 ま で を 併合 し 、 カ ン ポ ジ ア を 隷属国
と し た。

統一院王朝成立後のベ ト ナ ム の カ ン ポ ジ ア 圧迫は さ ら に 激 し く 、 第二代の明命帝の時代

K、 カ ン ボ ジ ア は名実 と も K ベ ト ナ ム の保護国の地位 に転落 し て し ま っ た。 カ ン ボ ジ7人
は労働者 と し て 強制的 K 狩 り 出 さ れ、 小乗仏教を捨て て ベ ト ナ ム 式の大乗仏教への改宗 を

強い ら れ る な ど、 ベ ト ナ ム 文化への同化を 強引 に 進めた。 ま た カ ン ボ ジ ア王朝の 内 紛と 弱
体化K 乗 じ て、 例えば 1 8 3 9 年に は王族関係者二百人を一網打尽に捕え て投獄す る な ど

の 圧迫 を 加 え た。 カ ン ボ ジ ア は一方で、 γ ャ ム 軍の再三 の 進攻K ほ ん ろ う さ れ、 シ ヤ ム 族

と ベ ト ナ ム族 と の勢力争い の板ばさ み K 苦 し んだ。
1 9 世紀後半、 フ ラ ン ス は 院朝の 衰退K つ け込ん で通商要求、 武力 の双方に よ る 圧迫を

加 え て遂K イ ン ド シナ を保範囲 と し た。 仏領イ ン ド シ ナ 八十年の歴史は、 有能なベ ト ナ ム
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人 を 中 紋官吏 と し て登用 し 、 現地人への 間接統治機構を整え た。 と のた め カ ン ボ ジ ア人は、

ベ ト ナ ム 人K対する 民族的な反感 と 憎悪を一層つの らせ、 内攻さ せ る 結呆 と な っ たo

ラ オ ス は、 ベ ト ナ ム の史料K見え る 「百象国」 で、 古来シ ヤ ム 族の進攻の タ テ と し て し

ば し ばベ ト ナ ム の保護を求め た。 一方、 ベ ト ナ ム の権力者は、 自 国で追いつ め ら れ る と 、

ラ オ ス の首長の も と K保護を 受け る こ と が多 し こ の山地民族と 平原 のベ ト ナ ム 民族と は、

相 互提携の深い 関係があ っ た。 と の ためベ ト ナ ム は ラ オ ス K対 し ては、 カ ン ボ ジア と は異

な り 、 形式的な ゆ る い 支配K ま かせ た の で あ る 。

さ て ベ ト ナ ム 民族は、 中 国の文物、 風俗文化を 積極的K 取 り 入れ て こ れを完全K 消化す

る 並々 な ら ぬ能力 を見せたが、 同時t亡、 禦利 K代表さ れる ベ ト ナ ム 人の外敵K対す る反抗

力 、 組織力は驚ろ く べ き も のが あ る 。 禦帝の 「平呉大話」 （ 中国人を平定 し た こ と を 天下

に 告げ る 勅語 〉 は、 ベ ト ナ ム 民族の気概を い かんな く 示 し て い る。 今 日 の 「中越紛争J で、

ベ ト ナ ム が中国を m 北賊 ’ と よ び、 中 国 の m侵略 ” を 非難 し 、 中 国 の武力進攻K対 し 断

固 と し て立ち向 っ てい る姿勢 と 決意は、 ま さ K 二千年K わたる 中固と の攻防史の 中 で き た

え ら れた不動の も のな の で あ る 。

ち な み に、 ベ ト ナ ム 歴代王朝のベ ト ナ ム経略の成功 K つい て語る場合、 見逃がす こ と の

出来ない要素は、 華僑の存在で あ る 。 華僑は最初、 中 部ベ ト ナ ム を基盤 と し て通商、 商業

活動の範囲 を 拡大 し 、 次第K 南部 コ ーチ シ ナ K 流入 し た0・ 院王朝の コ ーチ γ ナ 攻略 と 開発

の 先兵は華備で あ り 、 庇王朝が一時、 カ ン ボ ジ ア か ら シ ヤ ム 湾 K至 る 広大な地域に 覇を と

な え た大き な原動力は華僑の協力 で あ っ た。

今 日 、 強大な統一ベ ト ナ ム を達成 し たハ ノ イ 当局は、 百五十万人 と い わ れ る 在住華僑の

商業活動を弾圧 し 、 排除す る 強圧 策を と り 、 華僑の大量圏外流 出 を 招 弘 中越対決の大き

な 背景のーっ と な っ てい る のは、 歴史の 皮肉 で あ る 。 （ 委参考 ・ 松本信広著 「ベ ト ナ ム 民族

小史j 岩波書店 ）

読 売 新聞 社 1 9 7 9 年 3 月 1 0 日

安 全 保 障 研 究 班 発 行

代表 ・ 堂 場 接

東京都千代田 区大手町 1 - 7 - 1
電 話 ・ 0 3-2 42 -1 1 1 1 （大代表）

内線 3 7 4 2 ～ 3 7 4 4  
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